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霧
ヶ
峰
八
島
湿
原
に
て

柴
田
伸
治
さ
ん

健
友
ネ
ッ
ト
集
会
記
念
講
演
２
０
２
６
年
２
月
１１
日

東
京
大
学
大
学
院
特
任
教
授・
名
誉
教
授

鈴
木
宣
弘
氏

９
月
準
備
月
間
、
１０
月
・
１１
月
（
１２
月
予
備
月
間
）

の
期
間
に
集
中
し
て
、
尾
張
健
友
会
グ
ル
ー
プ
を
よ
り

強
く
大
き
く
す
る
た
め
、
友
の
会
会
員
・
職
員
が
取
り

組
ん
だ
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

友友
のの
会会
ニニ
ュュ
ーー
スス
にに

署署
名名
のの
折折
りり
込込
みみ

友
の
会
ニ
ュ
ー
ス
１０
月
号

の
折
り
込
み
物
に
国
民
署
名

・
介
護
署
名
と
返
信
用
の
封

筒
を
セ
ッ
ト
し
、
会
員
の
皆

さ
ん
に
お
届
け
し
ま
し
た
。

現
在
９３
通
返
送
が
あ
り
、
返

信
は
２
４
３
９
筆
集
ま
っ

て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
千

秋
病
院
受
付
前
の
署
名
ポ
ス

ト
や
返
信
用
封
筒
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

※
国
民
署
名
は
「
地
域
住
民

の
医
療
を
受
け
る
権
利
を
保

障
す
る
た
め
に
医
療
機
関
の

維
持
存
続
へ
の
支
援
を
求
め

る
請
願
署
名
」の
略
称
で
す
。

千千
秋秋
病病
院院
前前
でで署署

名名
行行
動動

９
月
９
日
、
千
秋
病
院
前

に
て
、
１２
名
で
署
名
行
動
を

行
な
い
ま
し
た
。
こ
の
日
は

国
民
署
名
と
唯
一
の
戦
争
被

爆
国
で
あ
る
日
本
政
府
に
核

兵
器
禁
止
条
約
の
署
名
・
批

准
を
求
め
る
署
名
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
計
１５
筆
集
ま
り

ま
し
た
。

次
回
は
１２
月
８
日（
月
）９

時
半
か
ら
１
時
間
、
千
秋
病

院
前
に
て
署
名
行
動
を
行
な

い
ま
す
。ご
参
加
く
だ
さ
い
。

元元
小小
山山
交交
差差
点点
でで

アア
ピピ
ーー
ルル
行行
動動

１０
月
６
日
と
１１
月
４
日

に
、
元
小
山
交
差
点
に
て
国

民
署
名
の
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ

ア
ピ
ー
ル
行
動
を
し
ま
し

た
。
１０
月
は
１４
名
、
１１
月
は

３０
名
と
、
多
く
の
方
が
集
ま

り
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

会会
員員
・・
職職
員員
がが地地

域域
訪訪
問問

１０
月
２７
日
に
萩
原
ホ
ー
ム

で
職
員
と
一
宮
西
部
支
部
の

皆
さ
ん
で
１１
月
１５
日
に
行
な

わ
れ
る
防
災
イ
ベ
ン
ト
の
案

内
と
国
民
署
名
を
呼
び
か
け

る
た
め
、
地
域
訪
問
を
し
ま

し
た
。（
詳
細
は
４
面
）

ま
た
、
１１
月
５
日
か
ら
７

日
の
３
日
間
で
、
職
員
が
千

秋
病
院
周
辺
を
地
域
訪
問

し
、
国
民
署
名
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。
参
加
者
は
延
べ
１２

名
、３５
筆
が
集
ま
り
ま
し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
地
域
の

皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

会員・職員が地域訪問で署名を呼びかけ 友の会ニュースに折り込まれた国民署名

詳細５面

千秋病院前での署名行動元小山交差点でスタンディングアピール

利利
用用
者者
へへ
のの
郵郵
送送
物物
にに

国国
民民
署署
名名
をを
添添
ええ
てて

介
護
事
業
部
で
は
、
組
織

強
化
月
間
お
よ
び
全
日
本
民

医
連
の
緊
急
行
動
提
起
で
呼

び
か
け
ら
れ
て
い
る
、
国
民

署
名
を
利
用
者
さ
ん
の
請
求

書
に
同
封
し
ま
し
た
。

１１
月
４
日
現
在
、
４
３
１

筆
の
返
送
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
た
だ
署
名
を
入
れ
る

の
で
は
な
く
、
事
業
所
の
職

員
そ
れ
ぞ
れ
が
署
名
の
意
味

合
い
を
理
解
し
、
説
明
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
利
用

者
さ
ん
の
理
解
も
得
や
す
く

な
っ
て
い
ま
す
。
取
り
組
み

を
知
れ
ば
、
多
く
の
方
が
リ

ア
ク
シ
ョ
ン
し
て
く
れ
ま

す
。ま

ず
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
重
要
な
の
だ
と
再
認
識
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
推
進
課

谷
口

薫

内 科
藤本 正夫さん

１１月１日か
ら消化器内科
医として勤務
しています。

消化器領域における疾病予
防、健康管理および高齢者救
急など、地域の皆さまのお役
に立ちたいと思いますので、
よろしくお願いします。

今
年
は
戦
後

８０
年
。
も
う
終

わ
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。
年
初

め
か
ら
マ
ス
コ

ミ
が
、
戦
争
と
平
和
に
つ
い

て
報
道
し
て
い
ま
し
た
。
戦

争
を
し
て
は
い
け
な
い
と
い

う
内
容
で
し
た
▼
「
戦
後
」

に
対
し
て
「
戦
前
」、
何
が

違
う
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は

憲
法
で
す
。
戦
前
の
「
大
日

本
帝
国
憲
法
」
は
天
皇
主
権

で
、
国
民
は
天
皇
の
赤
子
で

し
た
。
対
し
て
、
戦
後
の

「
日
本
国
憲
法
」
は
、
国
民

主
権
、基
本
的
人
権
の
尊
重
、

平
和
主
義
を
掲
げ
て
い
ま
す

▼
２
０
１
４
年
、
安
倍
首
相

が
国
是
と
し
て
い
た
専
守
防

衛
を
投
げ
捨
て
、
集
団
的
自

衛
権
の
行
使
が
で
き
る
と
閣

議
決
定
し
、
翌
年
に
安
保
法

制
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
あ

れ
か
ら
１０
年
、
今
の
状
況
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
▼
ロ
シ
ア

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
、
中
国

・
北
朝
鮮
脅
威
論
な
ど
を
持

ち
出
し
て
、国
内
総
生
産（
Ｇ

Ｄ
Ｐ
）
比
で
１
％
と
し
て
い

た
防
衛
予
算
を
２３
年
度
か
ら

５
年
間
で
４３
兆
円
ま
で
増
額

し
、
２
％
に
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
沖
縄
の
南
西
諸
島

に
は
自
衛
隊
の
ミ
サ
イ
ル
基

地
が
建
設
さ
れ
て
い
ま
す
▼

防
衛
予
算
の
増
額
が
目
立
つ

一
方
、社
会
保
障
費
、文
教
予

算
は
増
え
て
い
ま
せ
ん
。
こ

ん
な
状
況
に
タ
レ
ン
ト
の
タ

モ
リ
さ
ん
が
「
ま
る
で
新
し

い
戦
前
の
よ
う
だ
」
と
言
っ

て
い
ま
す
。
戦
後
と
い
う
言

葉
が
、
こ
れ
か
ら
も
続
く
こ

と
を
願
い
ま
す
。

（
ＫＹＵ
）

ウ
ド
の
花

新任医師紹介

い
の
ち
の
相
談
所

１２
月
１０
日
於
・
の
わ
み
相
談
所


